


















拐，本学で行われている医学概論の前半の一単位は表 1の如くである o また，後半のー単位
は筆者が臨床医の立場から行ったもので，昭和56年度のものは臨床医学序説で表 2に示す如く


























































わけでみた O 表 3には出ていないが教養の中の文科系と理科系の比率は 2対 3で理科系が多い






夫々14%と20%であり，小説に較べて著しく低い O やや救われた感がある O
4) プレテストの読書調査の時とは別に，授業後に読んで、いる雑誌，週刊紙，新聞の調査(
大学の図書館利用を含む)をした。雑誌を読んでいる率は全体として54%であり，一般雑誌19
%，科学誌 14%，欧文誌 9%.医学誌 2%という割合であり，月刊誌をよまない者は26
































べる O 医学の分野で，ここ 20~30年間に著明な進歩を遂げた，あるいは進歩しつつある領域，
変化の起った領域を，学生を誘導しながらあげさせる O それらの項目を黒板に記す(表 7) 0 
表 7の項目の夫々につき 5~10分間づつどのように変貌し，あるいは進歩したかを具体的に説
明する O 例えば 7レミングのペニシリンの発見に始まる抗生剤の進歩の歴史とそれに伴う感
染症の変貌，一例をあげれば，環境保健の充実，栄養の改善，結核予防法の成立と相伎って抗
結核剤やBCG接種により結械が現在の状態まで激減したことをあげ，これに至るまでの先人


















生にいっている事は次の 2点に要約される o (1) 人体解剖実習に入り，初めて屍体にメスをあ
てる時，献体された方の御霊に対して恥ずかしくないだけの勉学の努力をしたか。 (2) 臨床実
習に入る時，受診する患者がLーイ列えば若い女性が肌をさらす時その患者に対して恥ずかしく
ないだけの努力をしたか。以上の 2点を自問自答して実習に臨む事を要請している O 努力不足
と感ずる学生は更に努力してもらわねばならない。他を欺くことは出来ても自己の心を欺くこ
とは出来ないからである O

















衰1 医学概論 I 衰2 医学概論 n (臨床医掌序説)
主として自然科学と基礎医学の結び付きに重点を:6'いて
講義
I 序 論 : 医学概論の講義を始めるに当って
H 自然科学の発展の歴史 : 物院の概念，熱とエネ
ルギーなど
皿 ビタミン B1の発見と研究の歴史














77¥ご士! 。 1~3 4~6 7~9 9< 
小説 39 40 4 3 
。
合格通知受領か (45%) (46%) ( 5%) ( 3%) 
ら1学期末迄 教養 1 2 54 15 (17%) 5 
。
(14%) (63%) ( 6%) 
小説 4 1 35 6 (7%) 3 (48%) (41%) ( 3%) (1%) 
夏期休暇中


























貸出 月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計
来一般 63 92 120 50 8 68 92 120 69 31 76 5 794 
生数平 専門 60 94 115 73 7 162 204 227 217 154 220 21 1，554 
小計 123 186 235 123 15 230 296 347 286 185 296 26 2，348 
東京 一般 85 110 168 71 9 105 131 182 98 43 117 7 1，126 
冊 専門 72 134 167 141 13 243 328 358 347 220 390 42 2，455 
数 小計 157 244 335 212 22 348 459 540 445 263 507 49 3，581 
表5
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10. Ornithine transcarbamylase 欠損症の高アンモニア血症に
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